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今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
候
補
者
か
ら
の
訴
え
を

直
接
聞
く
機
会
や
選
挙
公
報
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
議
員
が
何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の

ご
意
見
を
い
た
だ
く
一
方
で
、
議
員
に
と
っ
て
も
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
機
会
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
各
議
員
の
思
い
（
訴
え
）
を
伝
え
る
特

集
ペ
ー
ジ
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

を
機
会
に
ご
確
認
願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

子どもも大人もわくわくする未来へ！
☆水月レイのご提案☆

・子ども達が安心して室内で遊べる場
所をつくる
・保育・教育環境を充実させる
・子ども医療費窓口負担ゼロ
・給食費無償化を中学校でも実現
・リニアを活かして若者達が帰ってき
たい、住みたい場所へ！

上郷黒田の水月レイ 37 歳です。小さい
子供がいるので、リアルな子育て世代の
声を市政に届け、明るさと親しみやすさ
で議員のイメージを変えていきます！
誰でも政治に参加でき、意見が言えるよ
うに飯田市に新しい風を吹かす！
人との繋がりと愛を大切に、１人１人が
安心して何歳からでも人生を楽しめるよ
うに全力を尽くします。

　
市
民
や
事
業
者
の
声
を
丁
寧
に
受
け
止
め
、
政
策

へ
と
つ
な
げ
る″
橋
渡
し
役"

と
し
て
の
役
割
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
場
に
足
を
運
び
、
対
話
を
重
ね
る
中
で
見
え
て

く
る
課
題
や
想
い
こ
そ
が
、
ま
ち
を
動
か
す
原
動
力

で
す
。議
会
は
対
立
の
場
で
は
な
く
、協
働
の
場
。
政

策
の
背
景
や
意
図
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
納
得
と

信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
と
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
時
代
の
未
来
を
き
り
ひ
ら
く

今
、
時
代
は
、
人
類
が
初
め
て
経
験
す
る
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
地
域
を
基

盤
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
せ
る
未
來

へ
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

①
住
民
の
声
を
届
け
ま
す
。

②
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
社
会
を
創
り
ま
す
。

③
農
業
で
地
域
を
活
性
化
し
ま
す
。

【
議
席
番
号
】
氏
名所

属
会
派

１　
大
平
雲
龍会

派
き
ぼ
う

４　
正
木
利
幸新

政
い
い
だ

３　
森
本
紘
司新

政
い
い
だ

２　
水
月
レ
イ会

派
き
ぼ
う

５　
岡
本
恒
和新

政
い
い
だ

議員の「思い」をお伝えします



②特集

「どうせ変わらない」を
　飯田愛でぶっ壊せ

皆様との３つのお約束
❶投票率を上げる！：若者も楽しく政治を
学べる企画やSNSでの情報発信を通じ
政治への関心を高め誰もが意見を言える
環境を整備します。
❷飯田市の知名度を上げる！：交流、定住
人口増加を目指しイベントやSNSで魅力を
発信。映画祭開催や特産品 PRで地域経済を
活性化させます。
❸少数派の声を市政へ！：少数意見も尊重し、
市民の悩みに寄り添い直接対話を通じて市
政へ反映。誰もが孤立しない、開かれた地域
社会を目指します。これらの取り組みを通
じ、市民と共に飯田市の未来を創造します。

令和 7.7.28　いいだ市議会だより 243 号

【守り、育て、未来へつなげる】
 ◎教育と人材育成
・子どもたちに多様な自然環境で遊べる

学べる環境づくりと先人や古老から地
域の歴史について学び、郷土愛や自尊
心、自立心を育む機会を増やします。

 ◎食と健康
・農業の担い手不足や野生鳥獣の課題

に取り組み農業の活性化を図ります。
・できるだけ薬に頼らない予防から始

める食と健康づくりを推進します。
 ◎地域活性化と国守り
・外国資本による水源林や里山の用地

買収から地域を守ります。
・森林環境譲与税の見える可を図りな

がら、安全安心な暮らしに必要な森林
施策を行い地域の活性化に努めます。

若
者
の
未
来
の
た
め
に
、
持
続
可
能
な
飯
田
市
を
目
指
し

ま
す
。
①
急
激
な
人
口
減
少
の
中
、
リ
ニ
ア
を
前
提
と
し

た
甘
い
将
来
予
測
を
見
直
し
リ
ニ
ア
に
よ
ら
な
い
街
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。②
農
業・林
業
な
ど
の
１
次
産
業
の
基

幹
産
業
化
に
よ
り
新
た
な
雇
用
の
創
出
と
食
料
安
全
保
障

の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。
③
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
計
画
を

見
直
し
、
人
を
呼
び
込
み
に
ぎ
わ
い
が
生
み
出
せ
る
道
の

駅
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。
④
ア
ル
プ
ス
を
望
む
素
晴
ら

し
い
景
観
と
美
味
し
い
農
産
物
を
使
っ
た
観
光
資
源
の
開

発
と
観
光
客
の
呼
び
込
み
を
図
り
ま
す
。
⑤
第
二
の
コ
ロ

ナ
も
含
め
た
災
害
対
応
能
力
の
強
化
に
よ
り
い
つ
ま
で
も

安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

〇
自
然
豊
か
な
こ
の
地
域
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

　
地
元
で
進
学
や
就
職
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
！

リ
ニ
ア
・
三
遠
南
信
道
の
新
時
代
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
を
は
じ
め
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
一
変

す
る
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

大
き
く
変
化
し
て
い
く
時
代
に
、
子
育
て
中

親
の
ひ
と
り
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
と
成
長
で
き
る
飯
田
市
を
、
私
た
ち
親

世
代
が
安
心
し
て
希
望
を
持
っ
て
子
育
て
で

き
る
飯
田
市
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１ 

命
を
守
る
医
療
・
福
祉
対
策
に
挑
み
ま
す
！

〇
地
域
医
療
の
充
実
。
〇
が
ん
対
策
の
強
化
を
推
進
。

〇
医
療
従
事
者
の
就
労
や
復
職
へ
の
支
援
対
策
を
推
進
。

〇
認
知
症
当
事
者
と
ご
家
族
へ
の
支
援
、介
護
予
防
の
促
進
。

２『
誰
も
取
り
残
さ
な
い
』

安
全
・
安
心
の
防
災
減
災
対
策
を
進
め
ま
す
！

〇
女
性
目
線
で
の
災
害
備
蓄
品
と
避
難
所
運
営
の
充
実
。

〇
住
民
主
体
の
避
難
所
開
設
・
運
営
の
環
境
整
備
の
推
進
。

３ 

安
全
・
安
心
の
教
育
・
子
育
て
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

〇
未
来
の
宝
の
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
推
進
。

〇
子
供
た
ち
の
命
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
対
策
推
進
。

皆が暮らしやすい
安心安全な飯田市へ

７　
野
崎
直
仁

無
会
派

６　
岡
村
弘
子

公
明
党

10　
松
岡
秀
治会

派
き
ぼ
う

９　
片
町
元
彦会

派
き
ぼ
う

８　
遠
山　

雄会
派
き
ぼ
う

11　
長
谷
部
春
生

会
派
き
ぼ
う

『 くらし豊かな  いいだの未来を  市民とともに 』
～ 市民のしあわせに貢献する議会 ～

あ   す
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　政　策
●子どもも大人も ともに笑顔に
・｢こども真ん中社会｣ の実現
・全天候型親子交流施設の設置
●老いも若きも住みやすいまちの基
　盤の土壌づくり
・公共交通の整備充実
・負担感のない地域の支え合いづくり
●障がいのある人もない人も ともに
　生きる
・ノーマライゼーションの推進
・｢心のバリアフリー｣ の促進
●性別の役割を超えて ともに輝く
・ジェンダーギャップ解消の推進
・地域防災における女性活躍推進

こ
ど
も
、
ま
ん
な
か
ア
ク
シ
ョ
ン

・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制

・
部
活
動
の
地
域
展
開
と
学
園
構
想
に
よ
る
、
子
ど
も
た

ち
が
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

・
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
、
安
全
で
魅
力
的
な
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち

・
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
充
実

・
消
防
団
・
赤
十
字
奉
仕
団
と
の
協
働
に
事
前
復
興
づ
く
り

リ
ニ
ア
開
業
・
三
遠
南
信
開
通
前
に
賑
わ
う
ま
ち
づ
く
り

・
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
利
便
性
の
高
い
施
設
整
備

・
自
然
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
し
た
観
光
戦
略

ず
っ
と
住
み
続
け
ら
れ
る
産
業
基
盤

・
若
者
・
女
性
が
活
躍
で
き
る
雇
用
の
創
出

・
農
林
業
の
収
益
性
向
上
と
担
い
手
育
成
の
一
体
的
推
進

「
希
望
あ
ふ
れ
る
飯
田
市
の
未
来
へ
挑
戦
」

◆
「
魅
力
あ
る
希
望
の
持
て
る
飯
田
」
の
発
信
と
活
性
化

に
挑
み
ま
す
。
女
性
・
若
者
の
声
を
地
域
づ
く
り
に
活
か

し
な
が
ら
、
若
者
の
定
住
・
移
住
を
促
進
す
る
「
奨
学
金

返
済
制
度
」
な
ど
支
援
策
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

◆ 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、安
全
・安
心
で
生
涯
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
推
進
や
生
活
困
窮
者
支
援
な
ど
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
整
備
・
構

築
を
推
進
し
ま
す
。
飯
田
市
内
で
利
用
で
き
る
「
地
域
通

貨
」
の
導
入
で
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
齢
者
政
策
で
は
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
や
介

護
職
員
の
処
遇
改
善
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
見
直
し
を

進
め
、「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」と
な
ら
ぬ
仕
組
み

を
整
え
ま
す
。
子
育
て
支
援
で
は
給
食
費
の
早
期
無

償
化
や
副
教
材
費
・
保
育
料
の
軽
減
、
保
育
士
の
確

保
と
処
遇
改
善
を
推
進
。
農
業
や
観
光
業
の
活
性
化

を
含
め
、環
境
問
題
へ
の
対
応
で
地
域
産
業
を
支
援
。

防
災
で
は
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
、高
齢
者・

障
が
い
者
の
安
心
を
確
保
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
を

し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
地
域
で
支
え
合
い
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

13　
小
平　

彰新
政
い
い
だ

12　
佐
々
木
博
子

新
政
い
い
だ

16　
関
島
百
合会

派
き
ぼ
う

15　
市
瀬
芳
明日

本
共
産
党

14　
宮
脇
邦
彦

公
明
党

17　
福
澤
克
憲会

派
き
ぼ
う

『 くらし豊かな  いいだの未来を  市民とともに 』
～ 市民のしあわせに貢献する議会 ～

あ   す

25年の行政経験、２期８年の議員
経験を活かし、市民の皆さんが何
を考え、何を望んでいるのか、しっ
かりと聴かせていただき、夢と希
望の持てる飯田市を市民の皆さん
と共につくってまいります。
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○
市
民
が
安
心
・
安
全
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

安
心
し
て
結
婚
・出
産
・子
育
て
が
で
き
医
療
福
祉
の
充
実
・

社
会
基
盤
の
長
寿
命
化
と
防
災
減
災
強
靭
化
に
取
り
組
む

○
産
業
振
興
と
地
域
発
展
へ
の
取
り
組
み

誰
も
が
働
け
る
環
境
づ
く
り
起
業
家
支
援
・
人
材
育
成
事

業
、
農
産
物
の
地
産
地
消
の
推
進
・
地
域
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す

○
自
然
環
境
を
活
か
し
、
自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

自
然
豊
か
な
資
源
・
資
産
を
活
か
し
交
流
人
口
増
と
移
住

定
住
推
進
・
自
然
環
境
の
保
全
・
地
域
文
化
芸
術
の
継
承
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
活
用
（
水
素
、
太
陽
光
等
）

○
リ
ニ
ア・三
遠
南
信
道
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
取
組

私
は
こ
れ
ま
で
「
現
場
第
一
主
義
」
を
政
治
信
条
に
議
員

活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
困
り
の

現
場
へ
駆
け
つ
け
、
市
民
の
皆
様
と
直
接
会
い
対
話
を
す

る
こ
と
で
、
課
題
解
決
の
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
課

題
の
本
質
や
根
っ
こ
の
部
分
に
何
が
あ
る
の
か
が
見
え
て

く
る
か
ら
で
す
。
直
接
現
場
へ
駆
け
つ
け
る
。
こ
の
姿
勢
、

信
条
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
取
組
と
し
て
一
点
だ
け
代
表
的
な
項
目
を
記
載
し

ま
す
。
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
振
興
や
観
光
振
興
に

力
を
入
れ
、地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
例
：
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
持
続
可
能
な
観
光
）

〇
健
康
・
福
祉
　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

　
健
康
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

〇
景
観
・
環
境
　
遊
休
農
地
の
解
消
に
よ
り
、

　
自
然
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

〇
住
民
自
治
　
公
民
館
活
動
な
ど
の
活
性
化
に
よ
り
、

　
住
民
の
つ
な
が
り
が
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

〇
教
育
・
文
化
　
地
域
資
源
で
あ
る
文
化
を
活
か
し
た
、

　
美
し
く
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

〇
地
域
産
業
　
農
・
工
・
商
・
観
光
の
振
興
に
よ
り
、

　
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◎
大
地
に
根
ざ
し
た
、
ち
か
ら
づ
よ
い
市
政
を
！！

私
は
、
３
期
12
年
一
貫
し
て
「
市
民
の
命
と
暮
ら
し
最

優
先
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
リ
ニ

ア
開
業
が
10
年
以
上
先
に
延
び
ま
し
た
。
こ
こ
は
じ
っ

く
り
構
え
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
予
算
へ
の
一
般
財
源

か
ら
の
繰
り
入
れ
１
億
円
を
、
暮
ら
し
（
国
保
の
引
き

下
げ
・
学
校
給
食
費
と
こ
ど
も
の
医
療
費
窓
口
の
無
償

化
等
）
に
組
み
替
え
る
様
提
案
し
て
い
ま
す
。
自
身
、

７
人
の
子
に
恵
ま
れ
、
孫
が
８
人
。
リ
ニ
ア
開
業
後
、

子
ど
も
た
ち
は
都
会
へ
で
て
い
き
残
さ
れ
た
の
は
荒
れ

た
田
畑
と
高
齢
者
…
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
「
命
と

暮
ら
し
」
が
最
優
先
さ
れ
る
市
を
目
指
し
ま
す
。

『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
』

〇
福
　
　
祉

　
子
ど
も
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

〇
農  

林  

業

　
農
業・林
業・産
業・観
光
等
が
連
携
し
た
農
林
業
施
策

〇
教
　
　
育

　
子
ど
も
が
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り

〇
社
会
資
本

　
高
速
交
通
網
の
早
期
整
備
お
よ
び

　
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

19　
清
水　

勇会
派
き
ぼ
う

18　
竹
村
圭
史会

派
き
ぼ
う

22　
小
林
真
一

公
明
党

21　
清
水
優
一
郎

新
政
い
い
だ

20　
下
平
恒
男新

政
い
い
だ

23　
古
川　

仁日
本
共
産
党

『 くらし豊かな  いいだの未来を  市民とともに 』
～ 市民のしあわせに貢献する議会 ～

あ   す


